
9　計算のきまり 　　がつ　　にち なまえ

こたえ 計算のじゅんじょ 基礎③
き そ

1 計算のじゅんじょに気をつけて、計算しましょう。

(1) 48−6×（2＋5）＝ 6 (2) （48−6）×2＋5＝ 89

(3) 48−（6×2＋5）＝ 31 (4) 48−6×2＋5＝ 41

(5) 3×（15−9）÷2＝ 9 (6) 64÷（2×4）＋8＝ 16

(7) 64÷2×4＋8＝ 136 (8) （7＋8）×（11−5）＝ 90

(9) 100−（45−5×3）＝ 70 (10) 25×4−（60−12）÷6＝ 92

(11) 18＋12÷（9−3）＝ 20 (12) 5×（6＋4×3）＝ 90

(13) 90÷（15−6）×7＝ 70 (14) （24＋36）÷（15÷5）＝ 20

(15) 81÷9÷3＝ 3 (16) 2×3×4−5×4＝ 4

2 計算するじゅんに、①②③の番号を書きましょう。

12＋8×（6−4）　→　6−4 が① 、8× が② 、12＋ が③

（30−6）÷4＋5　→　30−6 が① 、÷4 が② 、＋5 が③

おうちの方へ

同じ数と記号でも、（　）のつけ方で答えが変わります（48−6×（2＋

5）＝6、（48−6）×2＋5＝89 など）。

①：6、89、31、41、9、16、136、90、70、92、20、90、70、

20、3、4。
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